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理
事
十
一
名（
一
名
欠
席
）、
監
事
四
名
の

出
席
の
も
と
、
生
産
基
盤
強
化
対
策
委
員
会

（
三
月
十
一
日
開
催
）、
第
四
回
生
産
委
員
会

（
三
月
十
四
日
開
催
）の
審
議
結
果
を
踏
ま
え

た
提
案
を
も
っ
て
審
議
し
、
一
部
の
協
議
事

項
の
継
続
審
議
を
含
め
て
可
決
承
認
し
た
。

主
な
審
議
経
過
と
決
定
事
項
は
次
の
と
お

り
。

■
生
産
委
員
会
で
審
議
し
た
諮
問
事
項

①�

平
成
二
十
五
年
度
生
乳
生
産
対
策
並
び
に

生
乳
計
画
生
産
の
取
り
組
み
の
件

②
平
成
二
十
五
年
度
乳
価
構
成
の
件

③�

平
成
二
十
五
年
度
衛
生
的
乳
質
ペ
ナ
ル

テ
ィ
の
件

④
平
成
二
十
五
年
度
酪
農
振
興
資
金
の
件

合
員
の
生
産
予
測
調
査
数
量
」に
隔
た
り

が
あ
っ
て
も
、
需
要
期
の
十
一
月
迄
は
自

然
体
の
生
乳
生
産
と
し
、
上
期（
九
月
末
）

の
生
産
実
績
に
よ
り
、
下
期
の
計
画
生
産

を
検
討
す
る
。

⑤�

超
過
・
未
達
ペ
ナ
ル
テ
ィ
に
対
す
る
取
り

組
み
は
、
中
国
生
乳
販
連
よ
り
ペ
ナ
ル

テ
ィ
を
課
せ
ら
れ
た
場
合
の
み
、
未
達
と

超
過
を
差
引
し
た
後
、
生
乳
出
荷
組
合
員

全
体
で
負
担
す
る
。

㈡�

生
乳
生
産
基
盤
調
査
結
果
に
よ
る

申
告
数
量
の
必
達
に
向
け
た
対
策

　

生
乳
出
荷
組
合
員
を
対
象
に
平
成
二
十
五

年
二
月
一
日
付
け
で
実
施
し
た
生
乳
生
産
基

盤
査
の
結
果
、
平
成
二
十
五
年
度
の
申
告

数
量
は
五
万
五
千
八
百
八
十
二
・
六
ト
ン
と

な
っ
た
。

　

こ
の
申
告
数
量
は
、
組
合
員
各
位
の
出
荷

可
能
又
は
希
望
数
量
の
積
み
上
げ
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
こ
の
数
量
を
下
回
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
そ
の
酪
農
経
営
収
支
並
び
に
資
金
繰
り

に
大
き
な
影
響
が
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
組
合
と

し
て
組
合
員
か
ら
の
申
告
数
量
が
必
達
さ
れ
、

酪
農
経
営
収
支
並
び
に
資
金
繰
り
の
安
定
に

寄
与
す
る
た
め
、
次
の
平
成
二
十
五
年
度
生

乳
生
産
対
策
を
講
ず
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

第
十
一
回
理
事
会

三
月
二
十
六
日
　
本
所
会
議
室

■
平
成
25
年
度
事
業
計
画
の骨

子
決
定

■
生
産
基
盤
維
持
「
3
Ｍ
事
業
」の

継
続
実
施
を
決
定

■
主
な
協
議
内
容
並
び
に
結
果
は

　

次
の
と
お
り

一　

�

平
成
二
十
五
年
度
生
乳
計
画
生
産

の
取
り
組
み
及
び
生
乳
生
産
対
策

㈠�

平
成
二
十
五
年
度
生
乳
計
画
生
産
の
取
り

組
み

　

中
国
生
乳
販
連
の
生
乳
計
画
生
産
取
り
組

み
方
針
決
定
に
沿
っ
て
、
以
下
に
よ
り
取
り

組
む
こ
と
を
決
定
し
た
。

①�

生
乳
出
荷
組
合
員
の
生
産
予
測
調
査
を
実

施
す
る
。

②�

増
産
型
計
画
生
産
下
に
お
い
て
、
前
年
を

下
回
る
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度

も
例
年
通
り
に
個
人
割
当（
基
礎
数
量
作

成
）を
行
う
が
、
生
乳
出
荷
組
合
員
の
申

告
数
量
五
万
五
千
八
百
八
十
二
・
六
㌧
を

尊
重
し
て
組
合
全
体
で
取
り
組
む
。

③�

個
人
別
割
当
基
礎
数
量
の
作
成
は
、
生
乳

出
荷
組
合
員
に
か
か
る
過
去
三
年
間
の
生

乳
出
荷
最
大
数
量
を
基
準
と
し
た
数
量
に

対
し
て
、
中
国
生
乳
販
連
か
ら
割
当
て
ら

れ
た
計
画
生
産
目
標
数
量
の
一
律
按
分
を

も
っ
て
の
算
出
数
量
を
個
人
別
計
画
生
産

割
当
数
量
と
す
る
。
但
し
、
平
成
二
十
四

年
度
実
績
確
定
後
と
す
る
。

④�「
組
合
へ
の
計
画
生
産
目
標
数
量
」と
「
組

（生産委員会の答申を述べる岩竹重城委員長）
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実施する対策等 目的と課題等 提案背景

1）需要期増産奨励の実施

（目的）
生乳出荷組合員による生
乳生産意欲の向上並びに
生乳生産基盤の脆弱防止
（課題）
財源準備が課題

平成 21~23 年度に実施の
生乳需要期増産奨励金交
付事業の助成対象期間（期
間 6 月~9 月）を拡げた取
り組み。
生産基盤強化対策委員会、
生産委員会に組合長諮問

2）乳価構成の減額
生乳出荷組合員の費用負
担の抑制（消費拡大・酪農
振興資金の減額）

生産基盤強化対策委員会、
生産委員会に組合長諮問

3）3M事業 25 生乳生産基盤の脆弱防止 第 6次中期 3カ年計画

4）乳用雌牛保留・預託
（助成金等による奨励措
置の継続）

〃
（後継牛確保）

〃
生産基盤強化対策委員会、
生産委員会に組合長諮問

5）雌雄判別精液利用促進 〃 第 6次中期 3カ年計画

6）飼養管理の徹底指導
並びにTMRセンター統合
整備により供給飼料の定
時・定量・定質・低価格
の実現

産乳能力向上により酪農
経営の収入向上並びに生
乳生産基盤の復元

〃

（産乳日量 24 ㎏→ 27 ㎏）

7）乳牛の分娩後事故未然
防止

「移行期」の飼養管理指導
を充実し生乳出荷乳量の
低下防止

生産基盤強化対策委員会、
生産委員会に組合長諮問

8）暑熱対策
※強力な推進指導（重点
取り組み時期:4 月~5 月）

乳用牛の暑熱ストレスの
低減と泌乳量低下防止
（購買重点品目:ホワイト
D（ドロマイト）石灰の利
用促進）

9）ラクトコーダー並びに
ミルカー点検機材を活用
した指導強化

乳質改善と乳房炎防除
（従来のミルカー点検に
併せてラクトコーダー活
用による相乗効果）

10）廃業酪農家の資産（牛
舎・施設）の利活用促進
を検討（リース牧場）

新規就農者等の受入門戸
の確保と酪農経営の開始
を支援

平成 25年度生乳生産対策

○
今
月
の
表
紙

▼
表
紙
写
真
は
、
散
り
は
じ
め
の
桜
を

シ
ョ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

▼
今
年
の
桜
の
開
花
宣
言
は
、「
さ
れ
た

の
か
？
」、「
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
？
」

▼
東
京
で
は
、「
つ
ぼ
み
」か
ら
「
満
開
」

ま
で
僅
か
三
日
と
過
去
に
例
を
み
な
い

と
報
道
が
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
異
常
気

象
の
一
端
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
。

▼
桜
の
時
期
は
、
卒
業
、
入
学
、
進
学
、

就
職
な
ど
節
目
の
行
事
も
多
く
、
桜
を

愛
で
る
余
裕
す
ら
感
じ
ら
れ
な
い
毎
日

が
続
く
人
々
も
多
い
も
の
と
思
い
ま

す
。

▼
ゆ
る
や
か
な
風
に
枝
木
が
揺
れ
、
ヒ
ラ

リ
、
ヒ
ラ
リ
と
舞
い
散
る
花
び
ら
を
眺

め
、
心
穏
や
か
な
一
瞬
で
あ
り
ま
し
た
。

▼
花
見
は
満
開
が
理
想
と
思
う
人
が
多
い

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
散
り
初
め
の
桜

も
ま
た
風
情
が
あ
っ
て
情
緒
に
ひ
た
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

▼
こ
れ
か
ら
山
肌
に
は
「
山
ツ
ツ
ジ
」の

見
頃
と
共
に
、
本
格
的
な
田
植
え
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、
違
っ
た
楽

し
み
が
あ
り
ま
す
。

▼
酪
農
家
の
皆
さ
ん
は
、
牧
草
「
イ
タ
リ

ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
」の
刈
り
取
り
や
、

そ
の
後
は
、
植
え
付
け
作
業
と
繁
忙
の

こ
と
と
思
い
ま
す
。

▼
ど
う
ぞ
農
業
労
災
事
故
に
見
ま
わ
れ
る

こ
と
の
無
い
よ
う
、
充
分
な
余
裕
と
準

備
で
作
業
に
あ
た
ら
れ
ま
す
こ
と
を
祈

念
し
ま
す
。

二　

平
成
二
十
五
年
度
乳
価
構
成

　

平
成
二
十
五
年
度
の
乳
成
分（
乳
脂
肪
、

無
脂
乳
固
形
分
）テ
ー
ブ
ル
並
び
に
乳
価
構

成
に
関
し
て
、生
産
基
盤
強
化
対
策
委
員
会
、

生
産
委
員
会
の
意
見
を
踏
ま
え
て
提
案
し
た

が
、
再
度
見
直
す
こ
と
と
し
継
続
審
議
扱
い

と
決
定
し
た
。
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三　

平
成
二
十
五
年
度
衛
生
的
乳
質
ペ

ナ
ル
テ
ィ
体
系
と
使
途

　

乳
質
改
善
に
か
か
る
各
ペ
ナ
ル
テ
ィ
制
度

の
取
り
組
み
は
、
中
国
生
乳
販
連
傘
下
の
会

員
独
自
の
設
定
を
も
っ
て
運
用
し
て
い
る

が
、
同
連
で
は
こ
れ
を
統
一
す
る
方
向
で
検

討
に
入
っ
た
。　
　

　

こ
の
状
況
下
に
あ
っ
て
広
酪
で
は
「
細

菌
数
ペ
ナ
ル
テ
ィ
体
系
」を
昨
年
度
改
定

し
、「
体
細
胞
数
ペ
ナ
ル
テ
ィ
体
系
」は
平
成

二
十
五
年
度
か
ら
新
た
な
体
系
で
実
施
す
る

こ
と
を
平
成
二
十
四
年
九
月
六
日
開
催
の
第

六
回
理
事
会
で
決
定
し
て
お
り
、
生
産
基
盤

強
化
対
策
委
員
会
並
び
に
生
産
委
員
会
の
意

見
を
踏
ま
え
て
平
成
二
十
五
年
度
の
衛
生
的

乳
質
ペ
ナ
ル
テ
ィ
体
系
並
び
に
衛
生
的
乳
質

ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
使
途
を
決
定
し
た
。

（
本
誌
パ
ー
ラ
ー
二
十
二
頁
を
ご
欄
下
さ
い
）

四　

�

平
成
二
十
五
年
度
酪
農
振
興
資
金

の
使
途

　

生
産
基
盤
強
化
対
策
委
員
会
並
び
に
生
産

委
員
会
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、
自
家
産
後
継

牛
確
保
対
策
と
酪
農
経
営
の
所
得
向
上
、
後

継
者
等
を
対
象
と
し
た
研
修
会
の
開
催
等
の

使
途
を
決
定
し
た
。

（
本
誌
パ
ー
ラ
ー
二
十
三
頁
を
ご
欄
下
さ
い
）

五　

�

平
成
二
十
五
年
度
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

事
業
の
利
用
料
金
の
設
定

　

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
運
営
規
程
の
第
九
条

第
一
項
の
定
め
に
基
づ
き
審
議
し
、
利
用
料

金
・
委
託
料
金
の
据
え
置
き
を
決
定
し
た
。

　

な
お
、
現
在
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
円
滑

化
推
進
委
員
会
で
は
利
用
料
金
の
改
定
も
踏

ま
え
て
検
討
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、下
期（
十

月
二
日
派
遣
）か
ら
の
改
定
を
見
据
え
て
整

理
す
る
こ
と
と
し
た
。
員
外
利
用
者
に
対
す

る
負
担
金
は
平
成
二
十
五
年
四
月
に
一
括
請

求
し
徴
収
す
る
こ
と
と
し
た
。

六　
�

平
成
二
十
五
年
度
牛
群
検
定
事
業

の
利
用
料
金
の
設
定

　

牛
群
検
定
利
用
料
金
及
び
委
託
料
金
を
広

島
県
乳
用
牛
群
検
定
事
業
実
施
要
領
の
第
九

条
第
一
項
の
定
め
に
基
づ
き
審
議
し
、
平
成

二
十
五
年
度
の
牛
群
検
定
事
業
に
係
る
利
用

料
金
の
設
定
は
据
え
置
き
と
決
定
し
た
。

　

但
し
、
今
後
の
補
助
金
の
減
額
も
想
定
さ

れ
、
動
向
を
見
て
利
用
料
金
の
変
更
も
あ
り

う
る
。

七　

3
Ｍ
事
業
25
の
事
業
取
り
組
み

　

3
M
事
業
は
平
成
二
十
三
年
度
か
ら

二
十
五
年
度
の
三
年
間
に
亘
る
継
続
実
施
を

第
六
次
中
期
三
か
年
計
画
に
盛
り
込
ん
で
お

り
、
こ
の
事
業
実
施
を
巡
っ
て
は
、
組
合
員

等
か
ら
「
中
止
又
は
見
直
す
べ
き
」、「
継
続

を
求
め
る
」と
賛
否
両
論
の
意
見
が
あ
る
中

で
、
生
産
基
盤
維
持
の
た
め
に
継
続
実
施
を

決
定
し
た
。

　

事
業
実
施
規
模
は
二
百
頭
か
ら
二
百
五
十

頭
。
導
入
実
施
期
間
は
平
成
二
十
五
年
九
月

か
ら
平
成
二
十
六
年
三
月
を
予
定
。

八　

�

平
成
二
十
五
年
度
事
業
計
画
の

骨
子
策
定

　

平
成
二
十
五
年
度
事
業
計
画
・
事
業
予
算

案
の
策
定
骨
子
を
第
六
次
中
期
三
ヵ
年
計
画

の
最
終
年
度
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
未

達
成
事
項
と
平
成
二
十
五
年
度
取
り
組
み
事

項
を
主
要
事
項
に
盛
り
込
む
ほ
か
、
次
の
事

項
を
ポ
イ
ン
ト
に
据
え
た
策
定
を
決
定
し
た
。

①
生
乳
計
画
生
産

　
（
目
標
数
量
五
万
三
千
五
百
ト
ン
）

②
需
要
期
の
生
乳
生
産
拡
大

　
（
3
M
事
業
25
の
実
施
）

③
購
買
重
点
品
目
の
推
進（
十
三
品
目
）

④
事
業
場
及
び
倉
庫
の
合
理
化

⑤
組
合
員
指
導
の
強
化（
移
行
期
管
理
）

⑥
乳
質
改
善（
ラ
ク
ト
コ
ー
ダ
ー
導
入
）

⑦
新
規
就
農
支
援
と
相
談

⑧
後
継
牛
対
策

⑨
経
営
管
理
の
支
援

⑩
み
わ
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
へ
の
統
合

⑪
活
性
化
推
進
活
動
助
成
金

⑫
市
乳
商
品
の
贈
答
品
と
し
て
推
進

九　

資
産
査
定
要
領
の
一
部
変
更

　

第
十
回
理
事
会（
二
月
八
日
開
催
）に
お
い

て
は
、
①
組
合
が
定
め
る
「
資
産
査
定
要
領
」

の
対
象
債
権
の
範
囲
に「
3
M
事
業
未
収
金
」

を
加
え
、
な
お
か
つ
②
一
組
合
員
に
対
す
る

貸
付
最
高
限
度
額
に
も
こ
れ
を
含
め
、
併
せ

て
3
M
事
業
に
よ
る
生
存
家
畜
は
組
合
の
固

定
資
産（
大
家
畜
）で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

対
象
債
権
か
ら
除
外
す
る
こ
と
を
決
定
し
て

い
た
。

　

今
回
「
資
産
査
定
要
領
」の
一
部
変
更
し
、

平
成
二
十
五
年
度
の
決
算
処
理（
決
算
日
：

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
）で
の
貸
倒

引
当
金
の
算
定
に
お
い
て
は
、「
3
M
事
業

未
収
金
」を
債
権
算
定
範
囲
に
加
え
る
こ
と

を
決
定
し
た
。

十　

�

改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
施
行

に
伴
う
就
業
規
則
等
の
一
部
変
更

　

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
雇
用
継
続

制
度
の
対
象
と
な
る
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の

安
定
等
に
関
す
る
改
正
法
律
が
施
行
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
五
つ
の
就
業
規
則
と
定
年
再
雇

用
規
程
の
一
部
変
更
を
決
定
し
た
。

■
一
部
変
更
し
た
就
業
規
則

①
就
業
規
則

②
み
わ
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
就
業
規
則

③
庄
原
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
就
業
規
則

④
ミ
ル
ク
フ
ァ
ー
ム
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｕ
就
業
規
則

⑤
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
職
員
就
業
規
則

⑥
定
年
再
雇
用
規
程
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十
一　

�

職
員
貸
付
金
制
度
に
お
け
る

　
　
　

貸
付
金
利
率
の
設
定

　
　

第
九
回
理
事
会（
十
二
月
十
四
日
開
催
）

に
お
い
て
、
職
員
貸
付
金
制
度
の
創
設
に
伴

う
「
職
員
貸
付
制
度
規
程（
以
下
「
規
程
」と

い
う
）」を
同
日
付
け
で
施
行
し
、
こ
の
運
用

を
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
付
け
と
決
定
し

た
。
こ
の
運
用
に
あ
た
っ
て
、
規
程
第
十
条

（
利
息
及
び
遅
延
損
害
金
）に
基
づ
き
貸
付
利

率
の
設
定
を
年
利
三
％
と
決
定
し
た
。

十
二　

�

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
時
に
お
け

る
生
乳
成
分
衛
生
的
乳
質
検
査

数
値
結
果
の
取
り
扱
い
判
断

　

組
合
員
か
ら
偶
然
に
も
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
員

派
遣
日
と
生
乳
検
査（
配
分
検
査
用
）
の
採

材
日
が
重
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
乳
質
検
査

成
績
表
に
お
け
る
体
細
胞
数
値
Ｆ
ラ
ン
ク

八
十
一
万
以
上
に
該
当
す
る
受
乳
拒
否
と
な

る
事
案
が
発
生
し
た
と
し
て
、
該
当
組
合
員

か
ら
問
題
提
起
に
併
せ
て
、
そ
の
体
細
胞
ペ

ナ
ル
テ
ィ
を
返
金
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
を

受
け
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
再
検
査
も
同
様
の
結
果
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
は
応
じ
ら
れ
な

い
と
し
、
か
つ
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
の
際

の
注
意
伝
達
な
ど
基
本
的
な
ル
ー
ル
の
意
思

疎
通
を
図
る
た
め
、
理
解
を
求
め
る
こ
と
と

し
た
。

十
三　

�

子
会
社
山
陽
乳
業（
株
）に
対
す
る

実
行
検
討
の
提
示
と
そ
の
対
処

　

広
酪
は
子
会
社
山
陽
乳
業
㈱
に
対
し

て
、
平
成
十
九
年
九
月
に
一
億
三
千
五
百
万

円
の
組
合
資
本
を
投
じ
て
子
会
社
化
を

図
り
、
現
在
の
同
社
の
発
行
株
式
数

は
四
十
七
万
七
千
九
百
六
十
二
株
の

内
、
組
合
が
三
十
一
万
六
千
八
十
八
株

（
所
有
割
合
六
十
六
・
一
％
）
を
所
有
し
、

二
億
四
千
二
百
六
十
四
万
八
千
円
を
外
部
出

資
し
子
会
社
管
理
に
努
め
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
昨
今
の
円
安
に

よ
る
乾
牧
草
の
輸
入
価
格
、
配
当
飼
料
価
格

の
高
騰
等
か
ら
、
組
合
員
の
酪
農
経
営
は
平

成
二
十
年
度
の
再
来
と
も
例
え
ら
れ
る
酪
農

危
機
を
予
感
さ
せ
る
厳
し
い
状
況
を
加
味
し

て
、
組
合
員
の
窮
状
支
援
を
図
る
目
的
を

も
っ
て
、
組
合
長
が
監
事
指
摘
や
そ
の
対
応

に
関
す
る
理
事
会
決
定
内
容
、
組
合
員
の
株

式
配
当
等
の
意
見
、
同
社
の
決
算
状
況
も
考

慮
す
る
中
で
、
同
社
に
対
し
て
①
他
の
乳
業

者
に
率
先
し
た
乳
価
引
き
上
げ
の
リ
ー
ド
と

そ
の
実
現
に
向
け
た
行
動
、
②
持
株
比
率
の

低
減
を
含
め
た
リ
ス
ク
分
散
の
検
討
、
③
株

式
配
当
の
早
期
実
現
の
三
つ
の
検
討
申
し
入

れ
を
行
っ
た
事
を
報
告
し
、
同
社
か
ら
は
こ

れ
に
対
す
る
提
案
が
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
内
容
を
審
議
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
同
社
が
平
成
二
十
五
年
度
の

株
価
復
元
と
株
式
配
当
を
見
込
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
、
今
年
度
で
は
こ
れ
ら
の
対
応
を
求

め
ず
、
株
価
復
元
を
優
先
し
、
引
き
続
き
子

会
社
管
理
に
努
め
る
こ
と
を
方
向
づ
け
た
。

■
報
告
事
項

①
組
合
員
の
加
入
及
び
脱
退
の
状
況

②
内
部
監
査
実
施
の
報
告

③
平
成
二
十
四
年
度
決
算
業
務
の
日
程

④
子
会
社
山
陽
乳
業
㈱
の
経
営
状
況

⑤�

平
成
二
十
四
年
度
生
乳
計
画
生
産
の
進
捗

状
況

⑥�

平
成
二
十
四
年
度
乳
質
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
進

捗
状
況

⑦�

三
次
Ｃ
Ｓ
か
ら
の
生
乳
流
出
に
及
ぶ
汚
水

処
理
施
設
の
不
具
合
等

⑧
個
人
情
報
の
不
適
切
な
事
務
取
り
扱
い

⑨�

第
六
次
中
期
三
か
年
計
画
の
取
り
組
み
状

況
⑩�

第
四
回
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
円
滑
化
推
進

委
員
会
の
審
議
経
過

⑪�

牛
白
血
病
清
浄
化
対
策
に
向
け
た
国
へ
の

要
望

⑫�
Ｊ
Ａ
全
国
監
査
機
構
広
島
県
監
査
部
の
一

般
監
査
報
告
書
の
受
理

⑬
牛
乳
市
場
販
売
価
格
の
正
常
化
の
お
願
い

⑭�

平
成
二
十
五
年
度
乳
価
交
渉
に
向
け
た
要

求
水
準
の
設
定

⑮
平
成
二
十
五
年
度
Ｊ
Ａ
役
員
手
帳
の
配
布
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子
会
社
山
陽
乳
業
㈱
に
対
す
る

実
行
検
討
の
提
示
と
そ
の
対
処
案

▼
去
る
三
月
二
十
六
日
開
催
の
第

十
一
回
理
事
会
で
は
、
同
社
か
ら
の

提
案
へ
の
対
応
を
協
議
決
定
し
、
こ

の
結
果
を
同
社
に
伝
え
た
が
、
同
社

か
ら
は
再
度
「
リ
ス
ク
分
散
の
提
案

を
実
行
し
て
ほ
し
い
」と
す
る
強
い

要
望
を
受
け
、
再
度
審
議
し
た
。

▼
後
日
、
組
合
選
出
の
同
社
取
締
役

が
同
社
常
勤
役
員
に
こ
の
対
応
に

至
っ
た
経
緯
を
含
め
、
意
見
聴
取
を

行
う
こ
と
を
決
定
し
た
。

組
合
員
の

窮
状
支
援
を
求
め

子
会
社
対
応
を
協
議

　
理
事
十
二
名
、
監
事
三
名（
監
事
一
名

欠
席
）の
出
席
の
も
と
、
協
議
事
項
を
審

議
し
、
次
の
内
容
を
可
決
承
認
し
た
。


